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要   旨：    

異なる食事から構成されるリハビリ用の多段階食事計画の影響はほとんど研究

されていない。 

非盲検の研究で、73人の肥満患者が二期の体重減少計画を受けた：3週間のタ

ンパク質節約、超低カロリー、ケトン誘発食(<500kcal/日、Oleoproteic(®)diet)

および 6週間の低カロリー(25-30 kcal/kg理想体重/日)、低血糖指数(GI)、地中海

類似食事。 

両者の期間とも、内臓脂肪症、肝臓酵素、成長ホルモン(GH)値、血圧、および

グルコースと脂質の代謝を改善した。 

しかし低カロリー、地中海類似食事は、血中脂質およびグルコース耐性指数の

再上昇の原因となった。 

内臓脂肪症の変化とグルコース調節関連変数は、メタボリックシンドロームの

患者でさらに一致した。 

しかしこれらの患者で、低カロリー、地中海類似食事はグルコース調節関連変

数の一貫した再上昇をもたらさなかった。 

ケトン誘発処方にバランスの取れた地中海類似食事が続く食事計画は、特にメ

タボリックシンドロームの患者において実行可能で心臓血管系リスク低減に有効

と思われる。 
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